
　東通村は青森県の北東端に位置し、北は津軽海
峡、東は太平洋に囲まれ、さらに森林面積が約８
割を占める大自然の中にある村です。黒毛和牛の
繁殖・肥育を主とした畜産と、夏に吹く冷涼な風
である「ヤマセ」を利用したブルーベリー・夏秋
いちご等農作物の栽培、そして豊かな海での漁が
盛んに行われています。
　村の観光スポットである国定公園尻屋崎には、
全国で16基しかない登れる灯台であり、かつレ
ンガ造りでは日本一の高さ33メートルを誇る
「尻屋埼灯台」があります。その展望台からは津
軽海峡と太平洋が交差し、波立つ様子を見ること
ができます。

　尻屋崎は広大な放牧地であり、草原の緑と海の
青、そして白亜の灯台のコントラストは絶景で
す。また「寒立馬」と呼ばれる、南部馬（現在の
岩手県に生息していた馬）と、フランスのブルト
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青森県下北郡東通村
ン種を掛け合わせて200年以上におよぶ歴史の中
でつくりあげられた、体躯が大きいながらも愛ら
しい馬も見ることができ、行楽シーズンには絶景
と寒立馬が草を食む様子に癒やされようと観光客
がたくさん訪れます。
　そして、村を訪れる観光客の方にお土産として
人気なのが、村内産ブルーベリーで作られた風味
豊かなジャム
と、ブランド
牛である「東
通牛」です。
繁殖から肥育
まで、安心安
全を第一にの
びのびと育て
られた東通牛はとろける脂が絶品です。国定公園
尻屋崎への道中にある野牛川レストハウスでは、
東通牛を使用したハンバーグやジャーキー、フラ

ンクフルトなど
を販売してお
り、気軽にお手
にとっていただ
くことができま
す。また、毎月
９日、19日、

29日には東通牛の精肉の特売も行っていますの
で、その日にあわせて東通村までドライブに訪れ
てみてはいかがでしょうか。

お問合せ先：東通村商工観光課　Tel：0175－27－2111

津軽海峡と尻屋埼灯台

村内産ブルーベリージャム

野牛川レストハウス

越冬する寒立馬 東通牛のハンバーグ
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　湯沢市は秋田県南部に位置し、宮城県及び山形
県と接しています。佐竹義宜公の秋田への国替え

にあたり、山
形から入部し、
湯沢市関口地
区から北に広
がる横手盆地
の美田を見
て、国造りの
決意を固めた

という言い伝えがあります。
　湯沢市を中心に広がる土地は肥沃な土地で、美
人を育てる秋田米「あきたこまち」の主要な生産
地の一つです。
　美味しい米と美味しい水があれば、美味しい日
本酒が醸造できます。湯沢市はかつて「東北の
灘」とも呼ばれており、市内に蔵元が軒を並べ、
上質な日本酒を醸造します。

　このほかに
も、ブランド
化されたイチ
ゴ、サクラン
ボ、ブドウ、
リンゴ、セリ
等四季折々の
農産物や、日

本三大うどんに数えられる稲庭うどん、湯沢ラー
メンと呼ばれる麺類など、美味しい食物に恵まれ
ています。
　なお、稲庭うどんの地元として、「全国まるご
とうどんEXPO in 秋田」が今年は10月１日（土）、
２日（日）に開催され、全国各地のうどんが湯沢
市に結集します。

秋田森林管理署湯沢支署

秋田県湯沢市
　秋田県のブラ
ンド米「あきた
こまち」は、平
安時代の歌人で
世界三大美人の
小野小町にちな
んで命名されて
いますが、湯沢市小野地区の出身とされていま
す。毎年６月には「小町まつり」が開催され、小
野小町を偲びます。
　京から輿入れされた佐竹義宜公の奥様の郷愁を
なぐさめたことから始まった、美人画が描かれた
灯籠や５色の短冊を吊した青竹が街中に飾られる
「七夕絵どうろうまつり」も夏の風物詩です。
　さらに、湯沢市が位置する西栗駒一帯は日本で
も有数の地熱賦存地帯と言われ、小安峡、大湯、
泥湯、秋ノ宮といった著名な温泉があります。ま
た、日本三大霊地に数えられる「川原毛地獄」は、
火山活動で白色化した岩石で一面が覆われ、妖し
い美しさが荒涼とした景観を醸し出しています。

　これら太古の噴火や火山活動等によって形成さ
れた地形や、人間の営みによって築かれた遺構な
どが「ゆざわジオパーク」に認定され、わかりや
すく紹介されています。
　湯沢市はこれらの資源を「地熱のまち」とし
て、発電や地域振興に活用しています。
　このように湯沢市は豊かな資源に加え、美人や
美食の魅力が散りばめられています。

お問合せ先：湯沢市観光・ジオパーク推進課　Tel 0183-55-8180

小町娘（写真：湯沢市提供）

国登録有形文化財の蔵元の建物

湯沢城址からの市街及び横手盆地

川原毛地獄を登る遊歩道
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